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向上効果を実証した。本論文はその成果をまとめたもので、全編 6 章からなる。 












10 MVA 相当の検証用小形三脚鉄心を用いた実証実験により、30 MVA 級アモルファス変圧器の負荷率 50%
時の総損失を求め、従来の方向性珪素鋼板を用いた変圧器より損失が 35%低減されることを明らかにしてい
る。これは実用上有用な成果である。 
第 4 章では、従来のアモルファスカットコアでは実用例のない、400 kVA 級の三相フィルタリアクトルの
実現に向け、必要な事項について述べている。まず、アモルファス薄帯を円環状に巻いたヨーク鉄心と、円
環状カットコアを切断加工した磁脚鉄心を組み合わせた、新しい構造のリアクトルを提案している。次いで、
提案したアモルファスリアクトルを 400 kVA 級の無停電電源装置に接続して評価し、従来の方向性珪素鋼板
を用いたリアクトルに比べて損失が約 50%低減することを実証している。さらに、動作磁束密度を標準の 0.8 
T から 1.2 T に高めることで、従来のリアクトルよりも 35%損失を低減し、かつ体積を 43%小形化できるこ
とを明らかにしてる。これはフィルタリアクトルの小形化・高効率化に寄与する優れた成果である。 
第 5 章では、現在はまだ産業化されていない新分野への適用を目指し、洋上風力発電の直流連系用 DC-DC
コンバータの高周波変圧器に、鉄基アモルファス合金を適用するために必要な事項について述べている。ま
ず、一次、二次巻線を交互に巻いた交互配置型巻線とアモルファス巻鉄心を組み合わせた、3 kHz‐500 kVA
級の高周波アモルファス変圧器を設計・試作し、その実用性を検討している。一次、二次巻線の交互配置に
より高周波における表皮効果と近接効果、および巻線からの漏洩磁界による漂遊損失が抑制され、従来構造
の巻線より銅損が 61%低減されることを明らかにしている。次いで、アモルファス巻鉄心のラップ接合部に
おいては、薄帯間を渡る磁束により発生する渦電流損失が顕著であり、周波数の 2 乗に比例して増加するこ
とを明らかにするとともに、これを抑制するためには、ラップ接合部のアモルファス薄帯の枚数を減らすこ
とが有効であることを明らかにしている。これは実用上有用な成果である。  
第 6 章は結言であり、本研究で得られた成果について述べている。以上要するに本論文は、鉄基アモルフ
ァス合金を適用した静止電磁機器の大容量化を実現するための新しい構造を提案するとともに、試作試験に
よって効率の向上効果を実証したものであり、電気機器工学の発展に寄与するところが少なくない。 
 よって、本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。 
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